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TableI. Sensibility of organic ph osphorosinsecticidesagainst 4 strains houseEl)'es.
Tokuthion Malathion Sumithion
Larvae Adulc Larvae Adulte Larvae Adultc
Testedstrains







4.761 0.758 1.199 0.094
147.492 273.642 13.776 10.710
322.502 240.043 84.889 10.886
72.895 72.441 406.173 81.421
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24. ガスクロマ トグラフ法によるエアゾール中のピレスロイ ド系殺虫剤の分析 射場正弘
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の1) 50.5.15受FJl
ガスクロマトグラフ班による朝出エアゾール巾のピレスロイド系化介物および兆存する殺虫成分













mate, クリスロン息). アレス[)ン (dt-3-Alyト2-
methylcyclopent-2-en-4-one-1-yl dL-cis,trans-
chrysanthemate.ピナミン･施)などのピレスロイド系
化合物が用いられ.他に,有機')ン系殺虫剤や塩詳言系
葬はl剤が班用されることもあり,また,ピベロニルプ
トキサ イ ド(3,4-Methylenedioxy-6-propylbenzyl
butyldiethyleneglycolether)などの糊紙剤が班川
されていることが多い.
ピレスロイド系化公物の'jLrlt淡として,水跳還元
法1㌧比色法2),赤外線吸収スペクトルは3･7).RtI'l､1ク
ロマトグラフ法l).ポーラ｡グラフ法り).ガスクロマ
トグラフ法 (GC法)叩･10･11)などが附 liされている.
エアゾール小のイi効成分の分相 こは,共7i:する他の成
分の捌yJ'なくRITiする必要があり,それにはGC法が
出もf如t,ており,嬰脚 伸 の有効成分の定員法について
はすでに才'.=･1'･の祝日-ill-11Jがあるが, これらはいずれ
も特走のピレスロイド系化介物にl娘られていて,柑 こ
エアゾールdJ笠剤の分抑こ朋する和Efij･18･19)は少ない.そ
こで刊.:t;･らはエアゾール撃脚Jrflに投も広く班用されて
いるフクルス.)ンの近it法を小心に,レスメトリン,
アレス)ンをはじめ,共存する他の殺虫成分や増強剤
の系統的な定JTa法を検討し,エアゾール製剤中のほと
んどの有効成分を分析できる方法を兄い出した.また,
本法により市販エアゾールを分析したのでその結果に
ついて合わせて報告する.分析法の放出を Fig.1に
示す.
分 析 法
1. 拭燕および装t
-jLtrIUlJ兆trilTlIJ:フクルスl)ン,アレスT)ンおよびレ
スメトt)ンはいずれも工深川Il;i体を用い,含塁をGC
法20)で求めて桃川する.また,ピレトリンの定量には
天然ピレトリンを使用し,水奴還元法l)によりピレト
1)ンIおよびⅠの含有塁をそれぞれ求めて用いる.ど
ベロニルプトキサイドの定用には工業用原体を用い,
比色法21)で含iFiを求めて班川する.
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